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神奈川県立総合教育センター長期研究員研究報告20:７～12.2022 

 

納得解を獲得するための道徳科の授業づくり 
－ 三つの問いと振り返りを手立てとして － 

 

中島 健太朗１      

 「道徳の時間」が教科化され、道徳教育の質的転換が図られてきた。よりよい社会と幸福な人生を自ら創り

出すことの重要性が指摘され、答えが一つではない問いを受け止め、多様な他者と議論を重ねて探究し、納得

解を得るための資質・能力の育成が求められている。本研究では、児童が納得解を獲得することを目指して、

三つの問いと振り返りを手立てとし、その有効性を検証した。 

 
はじめに 

 

平成27年３月に、学習指導要領等が一部改正され、

従来の「道徳の時間」が「特別の教科 道徳」(以下、

「道徳科」という)として新たに位置付けられ、道徳教

育の質的転換が図られてきた。その中で、よりよい社

会と幸福な人生を自ら創り出すことの重要性が指摘さ

れ、答えが定まっていない問いを受け止め、多様な他

者と議論を重ねて探究し、納得解を得るための資質・

能力の育成が求められてきた(道徳教育に係る評価等

の在り方に関する専門家会議 2016)。 

教科化の意義と、自身のこれまでの道徳科の授業で

の経験を照らし合わせて振り返ったとき、次のような

課題が浮かび上がってきた。 

実際に児童一人ひとりは、道徳的価値(以下、「価

値」という)に向き合うことはできていたのだろう

か。集団で形成された、集団としての理解にとどま

ってはいなかっただろうか。個の価値観は形成され

たのだろうか。 

 これらの課題に向き合ったとき、筆者は「児童一人

ひとりが納得解を獲得することができる授業がしたい」

と、道徳科の授業に対する確固たる思いを抱いた。そ

して、そのような授業を通じて納得解を獲得した児童

が、よりよい社会と幸福な人生を自ら創り出そうとす

る姿を思い描いた。 

 そこで、道徳科において、児童一人ひとりが納得解

を獲得し、よりよい未来に向けて行動しようとする態

度の育成が重要であると考え、本研究の目的を次のよ

うに設定することとした。 

 

研究の目的 

 

よりよい未来に向けて行動しようとする児童一人ひ

とりの態度の育成に資するために、納得解を獲得する

ための手立てを講じ、その有効性を検証する。 

研究の内容 

 

１ 研究の背景 

(1)  納得解と共通解について 

納得解につい

て、田沼(2020)は

「自分は共通解

をどう理解して

どう受け止める

のかという個と

しての自己省察

に基づく感得」と

定義している。ま

た、共通解を「相

互に共有できる

望ましさとしての

価値理解」と定義している。このことを基とし、納得

解と共通解を次のように捉える(図１)。 

共通解(ⅰ)は、主題や価値に対して他者と共有した

解であり、納得解は、共通解が基となり、主題や価値

が自己の価値観として形成された解(ⅱ)であると捉え

ることができる。 

また、納得解を獲得した状態は、価値に対する理解

を深めている状態を指すと捉えることができる。『小学

校学習指導要領(平成29年告示)解説 特別の教科 道

徳編』には、価値の理解を基に、価値を自分なりに発

展させていくことへの思いや課題を培う中で、自己や

社会の未来に夢や希望をもてるようにすることが大切

であると示されている。そこで、本研究では、(ⅰ)と

(ⅱ)に加え、夢や希望を指し示す未来志向の要素(ⅲ)

も、納得解の定義に加えることとする。 

以上のことから、納得解を次のように定義する。 

共通解(ⅰ)が基となり、主題や価値が自己の価値観

として形成され(ⅱ)、自己や社会の未来に対する夢

や希望を指し示す(ⅲ)、個の内面に生成される解。 

このように、(ⅰ)・(ⅱ)「価値理解」と、(ⅲ)「未

来志向」の要素を兼ね備えたものを納得解とする。 
１ 平塚市立神田小学校 教諭 

図１ 納得解と共通解 
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(2)  「問い」と「振り返り」について 

納得解を獲得するための手立てを考えるに当たって、

まず始めに「問い」に着目した。 

授業の場面に応じた三つの問いを効果的に用いるこ

とで、共通解と納得解を獲得することができる(田沼 

2020)。ここでいう納得解は、先の田沼の定義であり、

本研究における納得解の一つの要素である「価値理解」

を指すものである。しかし、本研究では、もう一つの

要素である「未来志向」も追求していく。 

そこで、次に各授業の終末で行う「振り返り」につ

いて着目した。価値意識を内面化し行動に移す力をも

つ児童を育成するためには、展開後段や終末における

振り返りの時間の活用が注目されている(伊澤・宮橋 

2021)。また、振り返りの観点を明確にすることによっ

て、どのように学習を振り返ればよいかが分かり、自

分の生き方について考えやすくなるという成果が示さ

れている(山本 2021)。このことから、振り返りは「価

値理解」を深めると同時に、「未来志向」を高めること

ができ、さらに、振り返りの観点を示すことで、その

効果はより発揮されると考える。 

 

２ 研究の仮説と構想 

(1)  研究の仮説 

以上、前述の先行研究から、授業の場面に応じて三

つの問いを効果的に用いることに加え、終末における

観点を示した振り返りを設定することにより、本研究

で定義する納得解を児童が獲得できると考える。この

ことを踏まえ、次のように仮説を立てた。 

 三つの問いと振り返りは、児童が納得解を獲得す

るに当たり、有効な手立てである。 

三つの問いを設定し、その答えを追究することで、

「価値理解」を形成することができる(ⅳ)。そして、

観点を示した振り返りの時間を設定し、自己内省を行

うことで、「価値理解」を深め、「未来志向」を高める

ことができる(ⅴ)と考える(図２)。 

 

図２ 三つの問いと振り返り 

ア  三つの問いについて 

 田沼(2020)を基にしながら、表１のように三つの問

いを定義した。また、三つの問いの具体的な内容は、

授業で扱う主題や教材、児童の実態に応じて設定した。 

表１ 三つの問いの定義 

場面 問い 定義 

導入 
はじまり

の問い 

主題と自己との関わりへの気付きを

促すことができる問い 

展開 

前段 

おはなし

の問い 

教材の中心となる事象を基に設定さ

れ、よい行為やそれを生む心につい

て考えることができる問い 

展開 

後段 

こだわり

の問い 

主題に対する「価値理解」を形成する

ことができる問い 

イ  振り返りについて 

 振り返りの時間を「友かんだタイム」と名付け、表

２のように振り返りの観点を設けた。「友かんだタイム」

は各授業の終末に設定し、ワークシートに記された観

点に応じて、児童は自分の考えをまとめていく。 

表２ 振り返りの観点 

観点 設定の意図 

友 
友だちの考えを 

大切にして 

他者との協働を意識し学び

合う姿を見取る 

か 考えたこと 「価値理解」を見取る 

ん ん？と思ったこと 
問いや価値に向き合い学ぶ

姿を見取る 

だ 
大事にしたいと 

思ったこと 
「未来志向」を見取る 

(2)  仮説検証の方法 

 前述の仮説を基にし、質問紙調査や検証授業を行い、

次の方法でデータを収集した。対象は、所属校の第５

学年である。 

ア  質問紙調査 

 検証授業の全日程終了後に質問紙調査を行い、手立

ての有効性を検証した。 

イ  検証授業 

(ｱ)  検証授業の概要 

所属校の道徳教育の重点内容項目(「よりよい学校生

活，集団生活の充実」と「親切，思いやり」)との関連

性を踏まえ、四時間の検証授業を実施した(表３)。ま

た、検証授業の全日程終了後、授業を参観した教職員

により、研究協議会を実施した。 

表３ 各授業の教材・主題・内容項目 

時 教材名 主題 内容項目 

１ 
クール・ボラ

ンティア 

はたらくと

は？ 
勤労，公共の精神 

２ 助け合い傘 
みんなのた

めに 
感謝 

３ 私は飼育委員 
自分の役割

を果たす 

よりよい学校生活，

集団生活の充実 

４ ケンタの役割 
自分の役割

を果たす 

よりよい学校生活，

集団生活の充実 
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(ｲ)  各授業における三つの問いの構成 

 表３と児童の実態に応じて、各授業における三つの

問いの具体的な内容を、次のように設定した(表４)。 

表４ 各授業における三つの問い 

時 
はじまりの 

問い 

おはなしの 

問い 

こだわりの 

問い 

１ 

はたらくっ

て？ 

西田さんの言葉を

聞いて、信二はど

んなことを考え

た？ 

はたらくっ

て？ 

２ 

「ありがと

う」を感じた

ことは？ 

なぜ、太一は「守

っていくからね」

と言ったのか 

「ありがと

う」にできる

ことは？ 

３ 

高学年におけ

る自分の役割

は？ 

加菜は自分の役割

を果たしたと言え

る？ 

自分の役割を

果たすため

に、大切にす

べきことは？ 

４ 

自分の役割を

果たすため

に、大切にす

べきことは？ 

ケンタは、どっち

の役割を果たすべ

きか？ 

自分の役割を

果たすため

に、大切にす

べきことは？ 

二重下線を付した表現は、主題で使用した表現と同

じものである。四時間の検証授業において、三つの問

いと主題との関連性を調整していくことで、三つの問

いの効果的な構成とその有効性について検証をした。

例えば、第３時・第４時では、三つの問いの全てに主

題で使用した表現を用い、主題と問いとの関連性を強

める工夫をした。 

(ｳ)  ワークシートと記述分析 

ワークシートの記述は、「価値理解」と「未来志向」

を、それぞれの記述内容から分類し、納得解を獲得し

たかどうかについて分析した(表５)。 

表５ 記述の分類 

分類 内容 

分類１ 記述量が不十分。 

分類２ 
記述量はあるが、価値と自己や、日常と自己と

の関わりが見られない。 

分類３ 
記述量があり、価値と自己や、日常と自己との

関わりが見られる。 

これを基に、「価値理解」と「未来志向」の両方に

おいて、分類３と認められた記述を行った児童を、納

得解を獲得した児童であるとした。 

 

３ 検証結果と考察 

(1)  記述分析の結果(対象の全児童) 

ワークシートの記述分析から、第３時・第４時にお

いて約半数の児童が納得解を獲得したことが分かる

(図３)。第３時・第４時における、主題との関連性を

高めた三つの問いと観点を示した振り返りの設定によ

って、約半数の児童が納得解を獲得することができた

と考えられる。 

 
図３ 各授業における納得解の獲得について 

(2)  二人の児童(児童Ａ・児童Ｂ)に関する分析 

 納得解の獲得が最も多かった第４時において、二人

の児童を例に挙げながら、手立ての有効性について考

える。第４時の大まかな授業の流れは次のとおりであ

る(表６)。 

表６ 第４時の大まかな流れ 

ねらいとした共通解と納得解 

集団の中の自分の役割は、周囲の人との関わりの上で成

り立っていることや、そこには責任が伴うことを理解(共

通解)し、役割を果たすことの意義を感じ、これからの生

活の中で周囲と関わりながら自分の役割を果たしていこ

うとする心情(納得解)を育てる。 

  ○活動   □問い  ・児童の反応 

導
入 

○「はじまりの問い」に対する考えの共有 

自分の役割を果たすために、大切にすべきこと

は？ 

・自分の役割を理解する。 

・周りの人のことを考える。 

展
開 

○「おはなしの問い」に対する答えの話し合い 

ケンタは、どちらの役割を果たすべきか？ 

＜チーム練習＞ 

・ケンタだけでなくチームのことを考えるべきだ。 

・チーム練習はケンタにとっては大事なことだ。 

＜委員会＞ 

・全校の期待がかかっている。 

＜両方(できれば)＞ 

・委員会は全校のための役割で、チームは友だちや

応援してくれている人たちのための役割がある。 

終
末 

○「こだわりの問い」に対する考えの共有 

自分の役割を果たすために、大切にすべきこと

は？ 

・相手のことを考えて、皆のためになることをやる。 

・ウィンウィン(相手にもいいし、自分にもいい)な

選択をしていく。 

〇「友かんだタイム」にて、自分の考えを記入する 

この学習の流れの中で、児童Ａと児童Ｂは、三つの

問いと振り返りを手掛かりに、次のように納得解の獲

得に近付いた。その様子を、ワークシートの記述と授

業映像から作成した逐語記録を基に分析を行った。 

ア  児童Ａに関する分析 

児童Ａは、次のように、三つの問いに対する自分の

考えをワークシートに記述している(表７)。 
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35%

41%

61%

63%

57%

53%

31%
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0% 50% 100%

第４時

第3時

第2時

第1時

納得解を獲得した児童の数(N＝４９)

獲得していない 近い 獲得した (小数第1位を 
四捨五入) 
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表７ 三つの問いに対する記述(第４時・児童Ａ) 

問い 問いに対する自分の考え 

はじまり

の問い 

役割を理解し、どうしてそれをやらねばなら

ないのか理解する。 

おはなし

の問い 

チーム練習を選ぶべき。 

委員会は二人でもやれるけど、チームは一人

欠けると無理！！ 

こだわり

の問い 
どれだけ、ウィンウィンな行動ができるか。 

「はじまりの問い」と「こだわりの問い」の記述を

比較すると、考えが変容したことが分かる。この変容

には、「おはなしの問い」について話し合っているとき

の児童Ｃとのやり取りがきっかけとなった(表８)。 

表８ 逐語記録(第４時・展開中段) 一部抜粋 

発言者 発言内容 

児童Ａ (前略)でもそれくらい、ずっと優先し続けてい

るくらい、ケンタ君にとっては、とても大事な

ことだから、リレーを優先した方がいい。 

授業者 
以下、Ｔと

する 

そうか、ケンタさんにとっては、大切なことな

のだよね。本気でやってきたのだよね。 

その他 
児童 

以下、Ｙと

する 

バトン渡しは練習しなくても、去年は入賞して

いるんだから(中略)それは今年も残っている

と思うから大丈夫。 

児童Ｃ 私は真ん中で、どちらもした方がいいと思って

いて、理由は、今日中とか明日とかで、委員会

を早く終わらせてチーム練習に行けばいいし、

二人で終わらないかもしれないけど、三人で頑

張って早く終わらせて、ケンタさんが心残りな

くチーム練習に専念できるのではないかなと

思った。 

Ｔ どうして、委員会とチーム練習の二つをやった

方がいいと思うの？ 

児童Ｃ 委員会は全校のためになるし、チーム練習も、

自分が嬉しいし、チームの皆も嬉しいし、家族

とか、学校の皆とか、同級生とか嬉しいから、

両方やれば嬉しいし、いいことがあるのではな

いかなと思いました。 

Ｔ 委員会の仕事をすると、全校の人たちのために

なるのだね。チーム練習をすると、チーム家族、

同級生のためになるのだね。 

児童Ｃ 喜んでくれる。 

児童Ａは、児童Ｃの発言を聞くまでは、積極的に挙

手をし、自分の考えを表出し続けていたが、児童Ｃの

発言を受けると、挙手を止め、しばらく発言をしなか

った。この間に、児童Ａは児童Ｃの考えを受け止め、

納得解の獲得へと近付いたのではないかと考える。 

そして、児童Ａは「友かんだタイム」において、次

のように考えをまとめている(表９)。 

表９ 「友かんだタイム」の記述(第４時・児童Ａ) 

観点 記述内容 

か どちらが大事とかじゃなくて、どちらも大事！ 

ん 
チームがいいのかな？どっちもがいいのかな？で

も時間は限られている…。 

だ 
相手にとっても、自分にとっても良いことは、本

当に良いことだと思う。 

「ん」には、児童Ａが児童Ｃの考えを受け止め、自

己の内面に生じた問いに対して考えている様子が伺え

る。この過程を通じて、児童Ａは自分の考えを変容さ

せ、納得解の獲得へ近付いたと考える。 

イ  児童Ｂに関する分析 

児童Ｂは、次のように、「はじまりの問い」と「こだ

わりの問い」について、自分の考えをワークシートに

記述している(表 10)。 

表10 三つの問いに対する記述(第４時・児童Ｂ) 

問い 問いに対する自分の考え 

はじまり

の問い 
やりがいを感じて、進んで取り組む。 

おはなし

の問い 

(前略)６年生からも、勇気付けられて励まし

てくれたので、それを無駄にはしない方がい

いかなと思いました。 

こだわり

の問い 

周りの人たちの声(応援・励まし)を聞いて、

勇気を出したりすることが役割として大切

なのかなと思います。 

児童Ｂの記述からは、「はじまりの問い」から「こだ

わりの問い」に展開する中で、主題に対する児童Ｂの

考えが変容してきたことを読み取ることができる。さ

らに、「こだわりの問い」に対するそれぞれの考えを共

有しているときに、児童Ｃの考えを通じて変容した児

童Ａの考えを受け止め、児童Ｂは納得解の獲得へと近

付いた(表 11)。 

表11 逐語記録(第４時・展開後段) 一部抜粋 

発言者 発言内容 

Ｔ 役割を果たすときに大切にすべきことってど

んなことですか？ 

Ｙ 周りの人のことを考える。 

Ｙ 相手の気持ちを理解して、皆のためになること

をやる。 

児童Ｃ 優先しなきゃいけないことを考える。 

Ｔ 今回だと何を優先しないといけなかったの？ 

児童Ｃ 両方大事だったから。今回は。 

児童Ａ 周りの人のことばっかりやっていても、自分の

ことできないし、自分のことばかりやっていて

もだめだから、どれだけウィンウィンな行動を

できるか。 

Ｔ ウィンウィン分かる？ 

Ｙ 分からない。 

児童Ａ 相手にもいいし、自分にもいいし。 

この場面の児童Ａの発言を受け止め、児童Ｂは「友

かんだタイム」において、次のように自分の考えをま

とめている(表12)。 

表12 「友かんだタイム」の記述(第４時・児童Ｂ) 

観点 記述内容 ※ローマ数字は筆者 

か 

自分も良くて相手も気持ちいい(児童Ａのウィン

ウィン)みたいな周りの人の気持ちを考えて行動 

(ⅵ)をしたら、皆のためにもなるし、そういうこ

とがこれからの自分に必要かなと思いました

(ⅶ)。 

だ 

やっぱり、周りの人たちの声を聞いて自分のした

いこと優先じゃなく、全てを大切に過ごすことが

大切かなと思いました(ⅷ)。 
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児童Ａの発言を受け止め獲得した(ⅵ)のような「価

値理解」もあれば、自分の考えをより確かなものとし

た(ⅷ)のような「価値理解」もある。そして(ⅶ)のよ

うな「未来志向」も読み取ることができる(表 12)。こ

のことから、児童Ｂは納得解を獲得したと分析した。 

(3)  考察 

 児童Ａと児童Ｂに関する分析及び質問紙調査の結果

から、本研究における手立ての有効性を示す。 

ア  三つの問いの有効性 

研究協議会では次のような意見が出された。 

この意見と、児童Ａと児童Ｂが三つの問いを追究し

ていく中で自己の考えを変容させ、主題についての理

解を深めた姿を合わせると、三つの問いは、それぞれ

が効果的に関連し合うことにより、自己の考えの変容

を促す効果があると考えることができる。 

以上のことから、三つの問いには、自己の考えの変

容を促し、「価値理解」を形成する効果があると考えら

れる。このように、検証を通じて、三つの問いの効果

を見出したことから、三つの問いは、児童が納得解を

獲得する手立てとして有効であると考えることができ

る。 

イ  振り返りの有効性 

 観点を示した振り返りについての質問では、約90％

の児童が肯定的な回答をしている(図４)。 

 
図４ 質問紙調査の結果① 

そして、肯定的な回答をした児童は、その理由を次

のように記述している。 

・これから、自分がどうなりたいか、物語を読んで、

どうだったか、どう思ったか、など書きやすくなっ

たと思いました。           (児童Ｄ) 

・大事なことに気が付いたり、もっとこうした方が

いいのかなと考えたり、とても良い振り返りができ

ました。               (児童Ｅ) 

これらのことから、観点を示した振り返りは、納得

解を獲得する手立てとして有効であると考えることが

できる。 

ウ  「内なる問い」の存在 

児童Ａ・児童Ｂの内面には、児童Ｃの発言をきっか

けとして、三つの問いとは異なる「内なる問い」が生

じたと考えられる。 

三つの問いは授業者が設定した問いであることに対

し、「内なる問い」は児童の内面に生じる問いである。

内面に生じる問いに向き合ったからこそ、二人の児童

は自分の考えを変容し、それぞれの納得解へと近付く

ことができたのではないか。納得解の獲得には、本研

究の手立てとした三つの問いや振り返りに加えて、「内

なる問い」に向き合うことが重要であると考える。 

 

研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

 ここまでに述べてきたことから、納得解を獲得する

ための手立てとして、三つの問いと振り返りの有効性

を示すことができた。さらに、「内なる問い」の存在と

その意義に着眼できたことは、本研究における重要な

成果であると考える。 

また、「道徳科の授業を通じて、夢や目標について考

えることができたか」という質問に対して、約80％の

児童が肯定的な回答をした(図５)。この結果は、納得

解を獲得するための道徳科の授業づくりが、夢や目標

について考えることにつながったことを示唆している。 

 
図５ 質問紙調査の結果② 

そして、肯定的な回答をした児童は、その理由を次

のように記述している。 

・いつもは全然人の気持ちや皆の意見とか分からな

かったけど、道徳を通じて人の考えたことが分かり

やすくなった。人に優しく、人の気持ちを考えられ

る人になりたいです。          (児童Ｆ) 

・道徳は人の気持ちも考えることがあるから、こん

な自分になりたいという気持ちが高まる。(児童Ｇ) 

・こんな学校を目指して頑張ろうって思ったりし

た。こんな自分でいられたらいいな。   (児童Ｈ) 

これらの記述からは、自己や社会の未来に対し、夢

や目標をもつ児童の姿を読み取ることができる。 

以上のことから、納得解を獲得するための道徳科の

授業づくりが、よりよい未来に向けて行動しようとす

る児童一人ひとりの態度の育成に資することとなった

と言えるだろう。 

7%

58% 35%

0% 50% 100%

「友かんだ」があることで、振り返りが

しやすくなったか(N＝５５)

全く当てはまらない 当てはまらない
当てはまる よく当てはまる

2%

16% 62% 20%

0% 50% 100%

道徳科の授業を通じて、夢や目標について

考えることができたか(N＝５５)

全く当てはまらない 当てはまらない

当てはまる よく当てはまる

「はじまりの問い」から「こだわりの問い」で同

じことを繰り返し問うことで、考えが付け足され、

自分の考えが生まれる。また、「おはなしの問い」で

考えたことが「こだわりの問い」における考えの変

容につながっている。 

(小数第1位を

四捨五入) 

(小数第1位を

四捨五入) 
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２ 研究の課題と今後の展望 

(1)  研究の課題 

第３時と第４時では、納得解を獲得しなかった児童

が約半数いる(図３)。この事実は、本研究における二

つの課題を示している。 

ア  本研究における手立てに関する課題 

約半数の児童が納得解を獲得しなかった要因として、

納得解を獲得するための手立てとして、三つの問いの

具体的な内容と振り返りの観点の検討が不十分だった

のではないかと考える。この要因を解決するために、

児童の実態に応じて、より一層手立てを改善していく

必要性がある。 

イ  納得解の見取り方に関する課題 

納得解を獲得しなかったと記述から分析した児童の

中には、見方を変えると納得解を獲得したと分析でき

た児童もいるのではないか。 

第４時において、児童Ａは、比較的多くの発言をし、

自己の考えを表出している。また、三つの問いに対す

る答えを追究していく中で、主題に対する理解を深め

ていく姿も顕著であった。 

しかし、表９の児童Ａの記述(観点「か」と観点「だ」)

からは「価値理解」を読み取ることはできるが、「未来

志向」については読み取ることができない。そのため、

児童Ａは納得解を獲得していないと分析できる。この

分析と授業中の姿を比較した時に、児童Ａは納得解を

獲得していないとは言えないと考える。 

児童Ａを例とした分析から、納得解の獲得を児童の

記述のみで分析する方法には限界があるのではないか

と考える。記述の分析以外の納得解の見取り方につい

て考える必要がある。 

(2)  今後の展望 

 これまでに述べてきた成果と課題を受け、本研究を

基にした授業実践に関して二つの提案をする。 

ア 「内なる問い」に着眼した授業実践 

課題で挙げた手立ての改善をするための方策として、

成果で述べた「内なる問い」に着眼した授業実践を提

案する。児童が「内なる問い」に向き合い、納得解を

獲得することができるように工夫をしていきたい。 

例えば、児童Ｃの発言をきっかけに、児童Ａ・児童

Ｂに「内なる問い」が生じたように、他者の考えと出

会う場面を意図的に設定するなどの工夫ができるので

はないだろうか。 

また、児童Ａが観点「ん」に「内なる問い」を記し

たように、他の児童も「内なる問い」を表出し、向き

合うことができるように、観点の示し方を工夫するこ

とができるのではないだろうか。 

イ 納得解の活用場面を想定した授業実践 

 記述分析を基とした納得解の獲得について論じ、そ

の分析の方法についても一定の提案をしてきた。しか

し、課題で挙げたように、記述以外の分析方法を検討

し、一人ひとりの納得解の獲得をより細かく見取る工

夫が必要である。例えば、道徳科において獲得した納

得解を、他教科での学習や日常生活で活用する場面を

設定し、納得解と児童の具体的な姿を関連させながら

見取るなどの工夫ができるのではないだろうか。 

 

おわりに 

 

 本研究で論じてきたことは、納得解を獲得するため

の道徳科の授業づくりの一例に過ぎない。この研究を

基とした授業実践を数多く行い、本研究の再現性や汎

用性を証明することが、次なる使命であると感じる。 

 最後に、所属校の児童・教職員を始め、本研究に御

協力をいただいた皆様に心から感謝申し上げる。 
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